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 毎年４月の新学期に、「就学援助希望」を全家庭から集め

ています。希望者には、必要書類を渡して期日までに提出を

お願いしています。提出書類をチェックし、不備があればそ

の都度家庭連絡し、整うまで繰り返します。さらに、援助担

当者は昨年の対象者が今年も希望しているか書類を提出し

ているかの点検もしています。期日に間に合わせようと毎日

必死です。 

 このような業務は、本来の教育業務ではありません。教職

員の過重労働の要因にもなっています。尼崎市以外では、「学

校は、援助制度のお知らせを配るだけ。あとの手続きは保護

者が市に直接するだけ」という市がいくつかあります。 

  尼教組は、就学援助の申請手続きを学校から市へ変更す

るよう、要請署名を集めています。お手元に署名用紙が回っ

てきましたら、ぜひご協力をよろしくお願いいたします。 
 

  

 

 

 この４月から本格実施したＩＣカードによる出退勤記録。 

 市教委は、超勤縮減のために、まず職員の在校時間を正確に把握することを目的にしています。し

かしながら、その使い方には学校による違いが生じています。尼教組は、市教委と交渉し、次のこと

を確認しました。 
 

 ■ＩＣ出退勤記録の使い方 

・朝、家庭訪問等をしたとき勤務開始時間は手入力する。 

・午後、出張等のときは後日に手入力する。 

・土日に出勤したときも記録する。（クラブなどの試合で校外の時は、後日手入力する。） 

・修学旅行、自然学校などのときは、初日から最終日まで手入力をする。（夜の打ち合わせなど含む） 

・退勤記録をしてから仕事するは絶対だめ。在校時間把握の主旨に反する。 

 

 今後は、仕事量そのものの軽減や、割振りが確実にとれるようにしていくことも大切です。 

 そのためには、教職員の増員や少人数学級の実施が必要不可欠です。 

 

 

 

 

 

尼崎市教職員組合：尼崎市西長洲町２-３４-１ 
     執行委員長 中川 純一 
 TEL 06-6481-1133   FAX 06-6481-9520 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://amakyoso.wix.com/amakyoso 
  E-mail  amakyoso@s5.dion.ne.jp 

人事異動や仕事の 
ことで、困った時 
は、尼教組へご相 
談ください。 
LINEで受付中。 


